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1. イントロダクション：具身知能（Embodied AI）のパラダイム
シフトと市場環境 
2026年現在、世界の人工知能（AI）およびロボティクス産業は、サイバー空間におけるテキストや画
像の生成を中心とした大規模言語モデル（LLM）の発展段階から、物理世界において自律的に認
識・判断・操作を行う「具身知能（Embodied AI：身体性を持つAI）」の実装段階へと劇的なパラダイム
シフトを遂げている。同年4月、北京の経済技術開発区（亦庄）で開催された世界初の人型ロボットに
よるハーフマラソン大会では、中国製ロボットがアスリート並みの2時間40分台で完走し、身体的モ
ビリティと動的制御の成熟を世界に誇示した1。しかしながら、こうした華々しいデモンストレーション

の裏側で、産業界はより深く、より複雑な技術的課題に直面している。それは、「乱雑で予測不可能

な日常空間において、いかにして人間レベルの汎用的なタスクをこなすか」という問題である。走る、

跳ぶといった動作は重力という一定の物理法則に基づく比較的単純なデータセットで訓練可能であ

るが、散らかった部屋の片付け、食器の洗浄、あるいは柔らかい衣服の折りたたみといった作業は、

環境の絶え間ない変化に対応する高度な認識能力と、0.1ミリメートルの誤差がタスク全体の失敗に
直結する精緻な操作能力を要求する2。 

このロボティクス領域における最も困難な課題に対し、真正面から取り組んでいるのが、2023年に
中国・深圳で設立されたスタートアップ「自変量機器人（X Square Robot）」である4。同社は、「工場で

の1万回の同一反復作業」をこなす専用機械ではなく、「家庭環境における1万通りの異なる作業」を
文脈に応じて適応的にこなす汎用知能の構築を企業の至上命題として掲げている6。 

自変量機器人の技術的優位性と市場における将来性は、直近の資本市場の動向に如実に表れて

いる。2026年3月末から4月初旬にかけて、同社はシリーズBラウンドにおいて約20億元（約460億
円）という巨額の資金調達を完了した8。このラウンドはシャオミ（小米集団）の戦略投資部門と紅杉

中国（Hongshan：旧セコイア・キャピタル・チャイナ）が主導したものである11。この資金調達の結果、

自変量機器人の株主構成は、これ以前のラウンドで投資を行っていた美団（Meituan）、アリババ（
Alibaba）、バイトダンス（ByteDance）にシャオミが加わり、中国のインターネット業界を牽引する4大
テクノロジー企業すべてから戦略的投資を受けるという、具身知能セクターにおいては極めて異例か

つ独占的な顔ぶれとなった5。総調達額は2億8000万ドルを超え、同社の評価額は100億元（約
2300億円）を突破し、メガユニコーンとしての確固たる地位を確立している5。 

本レポートは、自変量機器人の急速な台頭の背景にある経営陣のビジョン、業界標準を覆す独自

アーキテクチャ「物理世界の基盤モデル（World Unified Model）」の技術的詳細、ハードウェア製品
の実装状況、そして大手プラットフォーマーとの協業による先駆的な商業化戦略について、多角的な

視点から網羅的かつ詳細な分析を提供する。 



2. 企業概要と経営陣の背景：ロボティクスとAIの高度な融合 
自変量機器人が設立からわずか数年で業界の頂点に躍り出た最大の要因は、最高経営責任者（

CEO）である王潜（Wang Qian）氏と、最高技術責任者（CTO）である王昊（Wang Hao）氏の特異な
経歴と、両者がもたらすソフトウェア（AI基盤モデル）とハードウェア（ロボット制御）の深い統合能力
にある。この経営陣の専門性が、同社の「大脳」から「身体」に至るまでのエンドツーエンドの開発哲

学を形成している。 

2.1 王潜CEO：ロボット学習の先駆者と「端到端（エンドツーエンド）」への固執 
王潜CEOは、現代のAI技術の根幹に関わる重要な学術的貢献を持つ研究者である。2007年に清
華大学電子工程系に入学し、後に同大学で生体医工学の修士号を取得した同氏は、修士課程在籍

中において、ニューラルネットワークにおける「Attention（注意力）」メカニズムをいち早く提唱した先
駆的な研究者の一人である。彼の研究成果は、Googleが後に発表し現在の生成AIブームの火付け
役となったTransformerアーキテクチャの基礎的な論文と同じ学術会議で発表されており、その学術
的な先見性は極めて高く評価されている15。その後、王氏は南カリフォルニア大学（USC）で博士号を
取得し、トップクラスのロボティクスラボにおいてロボット学習とヒューマンコンピュータインタラクション

（HCI）の研究に深く従事した15。 

王氏の技術哲学の核心は、2016年の段階ですでに階層化された従来のロボット制御モデル（認知、
計画、制御を別々のモジュールで行う方式）の限界を見抜き、「端到端（エンドツーエンド）」アーキテ

クチャの必要性を確信していた点にある15。彼は、認知を司る「大脳」と制御を司る「小脳」を分離する

従来のアプローチよりも、単一の統合モデルの方が能力の上限がはるかに高く、未知の環境への汎

化性能に優れていると主張し続けてきた。米国シリコンバレーでの起業も視野に入れていた王氏で

あるが、Apple、Meta、Teslaといった巨大テクノロジー企業が高給という「黄金の手錠（Golden 
Handcuffs）」によって優秀なハードウェア人材を囲い込み、流動性を低下させている現状を危惧し
た。結果として、彼は2023年に中国へ帰国し、世界最高のハードウェアサプライチェーンが密集し、
かつデータ収集やプロトタイプ開発の反復コスト（イテレーションコスト）が米国の約10分の1に抑えら
れる深圳での起業を決断した15。この地理的・産業的な選択は、後の迅速な製品開発とデータ収集

戦略において決定的な優位性をもたらすこととなる。 

2.2 王昊CTO：大規模AIモデルの構築を熟知したアーキテクト 
一方、自変量機器人のソフトウェアアーキテクチャの根幹を担うCTOの王昊氏は、北京大学で計算
物理学の博士号を取得した大規模AIモデルの第一人者である15。同社に参画する前、王昊氏は粤

港澳大湾区デジタル経済研究院（IDEA Research Institute）の「封神榜（Fengshenbang）」大規模モ
デルチームでアルゴリズム責任者を務めていた15。この期間に彼は、中国初のマルチモーダル・オー

プンソース大規模モデル「太乙（Taiyi）」、初期の100億パラメータ級大規模言語モデル「燃灯（
Randeng）」、そして1000億パラメータ級の大規模言語モデル「姜子牙（Jiangziya）」など、中国のAI
エコシステムを支える代表的な基盤モデルの開発を主導してきた圧倒的な実績を持つ15。 

王潜氏の物理世界におけるロボティクスおよび動的制御の知見と、王昊氏のサイバー空間における

大規模AIモデルのアーキテクチャ設計能力が融合したことで、自変量機器人は物理法則の制約と
データサイエンスのスケーラビリティの双方において妥協のない「大脳」をゼロから開発できる稀有な

チームを形成した。両者は、巨大なパラメータを持つモデルを物理的なロボットの操作タスクに適用



する際の正確な能力と、レイテンシ（遅延）や情報欠落といった限界を熟知しており、これが後述する

同社独自の「World Unified Model」誕生の直接的な原動力となっている15。 

3. 資本政策と戦略的シナジー：インターネット大手4社による
異例の共同出資 
自変量機器人の成長の軌跡において、その資本政策は単なる資金調達の枠を超え、中国テクノロ

ジー産業全体を巻き込んだ巨大なエコシステムの構築プロセスとなっている。2026年初頭に発表さ
れたシリーズA++ラウンド（約1億4000万ドル）はアリババクラウド（Alibaba Cloud）が主導し、
Hongshan、Legend Star、Legend Capital、INCE Capitalなどが参加した14。続いて2026年4月に完
了したシリーズBラウンドでは、シャオミの戦略投資部門とHongshanが主導し、約20億元（約460億
円）の調達に成功した11。 

この一連の資金調達により、自変量機器人は美団、アリババ、バイトダンス、シャオミという中国イン

ターネット業界の4大巨頭すべてから戦略的投資を受けた唯一の具身知能企業となった8。これら4社
は、それぞれ社内に独自のロボティクス部門やAI研究所を有しているにもかかわらず、なぜ外部の
単一スタートアップに対してこぞって巨額の資本を投下したのか。その背景には、自変量機器人が

追求する「汎用人工知能（AGI）指向」の技術基盤が、各プラットフォーマーの既存事業の次世代の
成長エンジン（第二の成長曲線）となり得る強力な戦略的シナジーが存在するからである5。 

 



 
 
3.1 アリババクラウド：AIインフラストラクチャの提供と需要創出 
アリババクラウドによる約1億ドルの投資は、具身知能の大規模モデル訓練に不可欠な膨大な計算
資源（算力）の提供と密接に結びついている14。物理世界のシミュレーションや、高解像度のマルチ

モーダルな実世界データ（視覚、言語、触覚、動的制御の統合データ）の処理には、テキストベース

のLLMとは比較にならないほどの莫大なクラウドコンピューティング能力が必要となる。アリババは、
自変量機器人を自社クラウドインフラストラクチャの極めて重要な大口顧客として囲い込むと同時

に、将来の物理AIインフラを牽引するショーケースとして位置づけ、クラウドビジネスの新たな収益源
を確保する狙いがある8。 

3.2 バイトダンス：マルチモーダルコンテンツと革新的なインタラクション 
ショートビデオプラットフォーム「TikTok（抖音）」を展開するバイトダンスの参画は、業界の大きな注目
を集めた。バイトダンスは、自変量機器人が提唱する「ネイティブ・マルチモーダル」なアプローチ（後

述する視覚、言語、動作の統合）と、自社が持つ膨大な動画データエコシステムとの間に、次世代の

ユーザーインタラクション技術の可能性を見出している8。ロボットが人間の行動を視覚的に深く理解

し、自然言語でシームレスに対話し、物理的な行動で応える能力は、将来的な家庭内におけるコン

テンツ消費やエンターテインメントの新しいハブとして機能する可能性を秘めている。 



3.3 美団：ローカル生活サービスの物理的自動化の終着点 
フードデリバリーやローカル生活サービスを統括する美団は、数百万人の配達員に依存する労働集

約型のビジネスモデルからの脱却を中長期的な課題としている。美団はすでに自律走行型の配送ロ

ボットやドローンの自社展開を進めているが、自変量機器人が開発するモデル（WALL-A搭載の
Quanta X1など）は、不確実性の高いオープンな環境下において、遠隔操作（テレオペレーション）な
しで完全に自律的な長距離配送タスクを成功させる実力を持っている20。美団の投資は、配送網の

究極の末端（ラストワンマイルのさらに先、すなわち屋内環境やドア・ツー・ドアの配送）の自動化と、

家事代行サービスなどの労働集約型サービスの自動化に向けた戦略的布石である8。 

3.4 シャオミ：サプライチェーンの統合と製造・消費財への展開 
シリーズBを主導したシャオミの投資意図は、最も実務的かつ直接的である。シャオミは自社でも四
足歩行ロボット「CyberDog」や人型ロボット「CyberOne」を開発しているが、自変量機器人の「普遍
的な大脳（基盤モデル）」と自社の強大なハードウェア製造能力・サプライチェーン網を掛け合わせる

ことで、ロボットの消費財レベルでの量産化と劇的なコストダウンを狙っている8。さらに、シャオミ傘

下の電気自動車（EV）メーカー「小米汽車（Xiaomi Auto）」の工場では、生産ラインの柔軟な組み立
て工程にロボットを投入する実証実験が2026年4月から開始されており、自変量機器人の技術がこ
の製造業における「第二の成長曲線」を加速させることが期待されている21。 

これら4大巨頭の投資行動は、具身知能領域における投資の性質が、単なる財務的リターンの追求
から、自社のバリューチェーンの要所に次世代の汎用知能を組み込むための「戦略的ポジショニン

グ（卡位）」へと明確に変化していることを雄弁に物語っている8。 

4. コアテクノロジー：具身知能「大脳」のパラダイムシフトと技
術的優位性 
自変量機器人がこれほどまでに業界から高く評価されている核心的理由は、そのソフトウェア・アー

キテクチャの革新性にある。同社は、既存のテキストベースのAIモデルを継ぎ接ぎしてロボットに応
用するのではなく、物理世界のロボティクスのためにゼロから構築された「物理世界の基盤モデル」

を自社開発している[User Query]。 

4.1 World Unified Model (WUM) アーキテクチャによる限界突破 
現在、多くの具身知能企業や研究機関は「VLA（Vision-Language-Action）モデル」と呼ばれるアプ
ローチを採用している23。これは、Google DeepMindのRT-2モデルなどに代表されるように、視覚情
報（画像やビデオ）と自然言語の指示を受け取り、それに基づいてロボットの関節の動きなど（Action
）を出力するものである25。しかし、王潜CEOは、現在業界で主流となっている多くのVLAモデルは、
各モジュールが依然として分離しており、真の意味での汎用的なエンドツーエンド・モデルではないと

厳しく指摘している23。 

従来のモジュール型システムでは、視覚認識、自然言語処理、動作制御が別々のネットワークレイ

ヤーで処理される。そのため、データが各モジュール間を移動する際に、ちょうど「伝言ゲーム」のよ

うに情報が欠落（Information Loss）したり、翻訳エラーが生じたり、深刻な通信遅延（レイテンシ）が
発生する10。物理世界では、このわずかな遅延や情報の欠落が、対象物の破壊やタスクの失敗に直



結する。 

これに対し、自変量機器人が開発した「World Unified Model（WUM）」アーキテクチャは、視覚、言
語、動作、触覚、そして**物理的予測（Physical Prediction）**を単一のネットワーク内に完全に統合
し、学習の初期段階からすべてのモーダルを共同でトレーニングする「ネイティブ・マルチモーダル融

合」を採用している5。王昊CTOはこれを、「人間の赤ん坊が視覚や言語、動作を切り離して別々に学
ぶのではなく、環境と相互作用しながらすべてを同時に学習するのと同じプロセスである」と説明して

いる6。 

WUMアーキテクチャの最大の特徴と優位性は以下の3点に集約される： 

1.​ 物理世界ダイナミクスの内在化：モデル自体が重力、力、摩擦、衝突力学などの物理法則を、
後付けのプログラムルールとしてではなく、膨大な学習データを通じて内在的に理解し、動作

の予測計画を立てる能力を持つ6。これにより、未知の物体を操作する際にも、滑り落ちない程

度の適切な摩擦力を事前に予測することが可能となる。 
2.​ マルチモーダル・イン / マルチモーダル・アウトの直接推論：視覚で「カップ」を認識した瞬間に
手を伸ばす準備をし、触覚で「重さ」を感じた瞬間に即座にグリップ力を微調整する。モジュー

ル間の通信遅延が存在しないため、直感的な物理的推論とリアルタイムの適応が可能となる
26。 

3.​ 自己認識と生来の空間把握能力：外部の密集したセンサー群やLiDARに過度に頼らなくとも、
ロボット自身の身長、幅、リーチといった空間的寸法を内在的な身体感覚として把握している。

これにより、未知の狭い空間を通り抜けられるか、特定の位置にある対象物に手が届くかを、

外部での複雑な計算なしに即座に判断できる26。 

 



 
 
4.2 段階的な基盤モデルの展開：WALLシリーズの進化 
同社はこの革新的なWUMアーキテクチャに基づき、「Great Wall（長城）」シリーズと呼ばれる基盤モ
デル群を段階的かつ戦略的に展開している1。 

1.​ WALL-A（Operation Model）：ジッパーの開閉や衣服の折りたたみなど、複雑な多段階の手
作業を95%以上の成功率で遂行できる世界トップレベルの操作モデルである。特筆すべきは、
未知の環境への「ゼロショット汎化（未学習の状況への適応）」能力や、「身体的思考連鎖（

Embodied Chain-of-Thought：行動前に数手先を推論し計画を立てる能力）」を備えている点
である。これにより、完全自律型の食品配達タスクなどを遠隔操作なしで成功させている15。 

2.​ WALL-B（Home Deployment Model）：2026年4月21日の大々的な発表会で披露された、家
庭環境への本格的な導入に特化した新世代の具身知能基盤モデルである。このモデルは、

実験室のシミュレーションデータに加え、数百の実際の家庭から収集された実世界データを混

合して学習されている5。実行エラーが発生した際に、オンラインで即座に適応しリカバリー方

策を改善する強力な自己進化（Self-evolution）機能を備えているのが特徴である28。 
3.​ WALL-OSS（Open Source Model）：世界のロボティクス開発者に向けてオープンソース化さ
れた基盤モデルである。共有アテンション（Shared attention）とタスクルーティング型の
Feed-Forward Network（FFN）を採用した独自の3段階のトレーニングプロセスを使用してい



る。現実のロボット動作データと、AIによって拡張生成されたビデオデータを組み合わせて学
習させることで、様々な光の条件や物体の形状の変化に対する高い堅牢性（ロバストネス）を

獲得している4。このオープンソース化は、開発者コミュニティに知見を共有すると同時に、多様

な環境での実装データを間接的に収集し、自社の基盤モデルをさらに洗練させる高度なエコシ

ステム戦略の一環である18。 

5. ハードウェア製品群：物理世界への堅牢なインターフェース 
いかに強力な「大脳」を開発しようとも、それを物理世界で精緻に発揮するための「身体」が伴わなけ

れば意味をなさない。自変量機器人は、ソフトウェアとハードウェアの緊密な反復開発（ハードウェ

ア・ソフトウェア・コデザイン）を絶対的な信条としている30。同社のハードウェアは、WUMアーキテク
チャのマルチモーダルな特性を最大限に引き出すために、内部から完全に最適化されている。 

5.1 なぜ二足歩行ではなく「車輪型」なのか：実用主義的アプローチ 
世界のロボティクストレンドがボストン・ダイナミクスのアトラスやテスラのオプティマスに代表される

「二足歩行（Bipedal）」に傾倒する中、自変量機器人があえて「車輪型」ベースを採用していることに
は、極めて実務的かつ明確な戦略的意図が存在する。 

二足歩行ロボットは、階段の昇降や極端な不整地での移動には適している。しかし、常にバランスを

維持するために膨大な計算リソースと電力を消費し続けなければならず、結果として製造コストの増

大、稼働時間の短縮、そして上半身（アーム）の積載能力（ペイロード）の低下を招くという致命的なト

レードオフを抱えている。 

対照的に、同社がターゲットとする「家庭内の家事」や「工場・物流倉庫でのピッキングや軽作業」に

おいては、フラットな床面上での長時間の安定稼働と、ミリ単位の精緻な両手操作（Bimanual 
manipulation）こそが最優先される3。車輪型を採用することで、重心の安定化と省電力化を実現し、

大脳のリソースを歩行の維持ではなく「複雑な手作業の推論」に全振りすることが可能となるのであ

る。 

5.2 Quanta Xシリーズの仕様と圧倒的な操作性能 
現在の主力ハードウェアは、独自開発された車輪走行型の双腕人型ロボット「量子（Quanta）」シ
リーズである。特に、最新モデルである「Quanta X2」は、研究開発段階から実用段階への橋渡しを
担う重要なプラットフォームとして位置づけられている19。 

 

仕様項目 Quanta X2 の詳細 技術的意義とユースケース 

形態 車輪走行型 双腕ヒューマノイ
ドロボット19 

人間と頻繁に接触する密集

した空間（Cluttered spaces）
でも安全に稼働する設計31。 

身長 / 重量 約 172 cm / 95 kg32 人間と同じ目線とリーチを持



ち、家庭内の棚やキッチンで

の作業に最適化。 

全身の自由度 (DoF) 計 62 自由度32 複雑な動作を滑らかに実行

し、人間の関節の動きを高度

に模倣。 

アーム積載量 (Payload) 片腕あたり 6 kg31 工場での部品ハンドリング

や、家庭での重い食器・日用

品の移動に十分な能力。 

ベース移動速度 1 m/s32 倉庫内や広いリビングルー

ムを効率的かつ安全に移

動。 

エンドエフェクタ 「ArtiXon Hand」: 20自由度
を持つ5指の多関節・高精度
器用手4 

WALL-A/Bモデルの繊細な触
覚フィードバックと連動し、対

象物を破壊することなく把持・

操作4。 

センサー構成 2D LiDAR、超音波センサー、
マルチモーダル視覚セン

サー群30 

内在的な空間認識能力を補

完し、障害物回避や環境マッ

ピングを確実に行う。 

推定市場価格 約 80,000 ドル (用途により
変動)18 

研究機関やB2B市場向けとし
ては競争力があるが、一般

家庭普及にはコストダウンが

必要。 

注釈：上記データは市場調査機関および公式発表に基づく代表的な仕様である18。 

Quanta X2は、モップ掛け用のアタッチメントを装着した360度クリーニングなどの日常的なユース
ケースに特化しており、人間の生活空間にシームレスに溶け込む設計となっている18。 

6. 商業化戦略とユースケース：実世界データへの渇望と「フラ
イホイール」の構築 
自変量機器人の事業戦略において他社と最も明確に一線を画しているのは、「技術のショーケース」

や限定された実証実験に留まらず、早期にロボットを現実の、しかも最も複雑な環境である「家庭」

へと投入するという大胆な決断である。同社は、真のAIの進化には実験室の無菌的なシミュレーショ
ンデータではなく、「乱雑な物理世界の生データ」が不可欠であると固く信じている3。 



6.1 家庭向け清掃サービス：58到家（58 Home）との戦略的提携 
2026年3月、自変量機器人はオンライン生活サービスプラットフォームの中国最大手「58到家（
58.com）」と戦略的提携を結び、世界初となる「ロボットによる家庭向け商業清掃サービス」を立ち上
げた。このサービスは中国の複数都市で順次展開される予定であり、まずは深圳の一般家庭での

運用が開始された34。これは、具身知能技術が一般消費者の家庭に大規模導入された歴史的なマ

イルストーンとして業界に衝撃を与えた26。 

この提携サービスの特筆すべき点は、その極めて現実的なアプローチと経済合理性にある。 

●​ 現実的な価格設定：3時間の清掃セッションで149元（約22米ドル）という、現地の一般消費者
にとって十分に手の届く魅力的な価格設定を実現している35。 

●​ 人と機械の協働（Human-Machine Collaboration）：現段階のロボットは、完全無人で家事
のすべてを完璧にこなせるわけではない。現場では、ロボットが「床のゴミ拾い」「散らかった靴

やおもちゃの整理」「ゴミ袋の交換」といった単調で時間のかかるタスクを黙々と担当し、人間

の清掃員が水回りの清掃や細部の仕上げなど、より複雑で高度な判断を要する作業に集中

するという、現実的な分業体制をとっている34。 

しかし、この提携の真の価値は目先の収益そのものではなく、58到家がカバーする4,500万世帯以
上のユーザー網から得られる「本物の家庭環境データ」の継続的かつ大規模な獲得にある34。予

約、課金、実際の作業の実行、予測不可能な環境でのエラーの発生、そして人間の清掃員や遠隔

操作による修正、さらにはユーザーからのフィードバックという一連の完全な商業ループが完成し

た。これにより、ロボットの「失敗データ」すらも、モデルをより賢くするための貴重な糧となるデータ・

フライホイールが回り始めたのである5。 

王潜CEOは、シミュレーション空間（仮想環境）でのデータ生成には、布のような「柔らかい物体」の
挙動再現や、現実の微細な摩擦・光の反射といった物理パラメーターの模倣において致命的な限界

があると指摘している5。現実の家庭環境という、完全にオープンで「ロングテール（稀にしか起きない

事象が無限に存在する）」な空間にロボットを強制的に適応させることが、WALL-Bモデルの汎化能
力を極限まで引き上げる唯一の道であるとの戦略的判断がここにある5。 

 



 
 
6.2 「Bot to Family」計画：家庭への単独本格導入に向けた挑戦 
58到家との協業（人間の清掃員との同伴）によるデータ収集を経て、自変量機器人は次なる野心的
なフェーズ「Born to Bot, Bot to Family」へと急速に移行している。2026年4月21日の発表会におい
て、王潜CEOはWALL-Bモデルとアップグレードされたハードウェアを搭載した新世代ロボットを、「35
日以内（5月末頃）」に実際の家庭へ単独で試験配備すると宣言した5。 

初期のテスト運用においては、ロボットがタスクの途中で停止したり、物品を間違った場所に置いた

りする「インターン（見習い）」レベルのミスも発生すると王CEOは率直に認めている2。しかし、モデル

の自己進化機能により、24時間稼働し続けることで日々新たなデータを学習し、適応力を高めていく
アーキテクチャが設計されているため、中期的にはこれらのミスは劇的に減少すると予測されている
11。 

6.3 産業および製造業でのユースケースと実績 
家庭という究極の難関空間に挑む一方で、自変量機器人は構造化されたB2B（企業間取引）領域で
も着実に実績を積み上げ、収益基盤を確立している。 

特筆すべきは、投資元であるシャオミ傘下の電気自動車メーカー「小米汽車（Xiaomi Auto）」の工場
への導入である。2026年4月より、シャオミの自社製人型ロボット「CyberOne」に自変量機器人の知



能アーキテクチャが統合され、実際のEV生産ラインにおける柔軟な組み立て工程の実証実験が開
始された21。自動車工場は現状、ヒューマノイドロボットの最も主要な応用シナリオの一つであり、

Teslaが自社工場でOptimusを運用しているのと同様の高度な自動化を目指している39。 

さらに、Quanta X2などのハードウェアはすでに、学校、ホテル、老人ホームといった施設に配備され
実用的な収益を上げているほか、物流倉庫でのピッキング、キット作成、単純なコンシェルジュ物流

など、軽工業・物流サポート領域にも幅広く適用されている18。 

7. 競合環境と市場ポジショニング：「マラソンランナー」対「家事
手伝い」 
中国の具身知能・ロボティクス市場は現在かつてないほどの過熱状態にある。モルガン・スタンレー

の予測レポートによれば、同市場は2024年の470億ドルから2028年には1080億ドルへと倍以上の
急成長を遂げ、特にサービスロボット分野は年平均成長率（CAGR）25%という驚異的な伸びを記録
するとされている35。この巨大な成長市場において、自変量機器人は極めて独自のポジショニングを

築いている。 

7.1 グローバルおよび国内の主要競合との比較 
業界内では、用途の特化（Specialist）と汎用性（Generalist）、そして価格帯という軸で熾烈な競争が
繰り広げられている。自変量機器人は、国内外の強力なプレイヤーとどのように対峙しているのか。 

 

企業・プロジェクト名 主要な特徴と市場ポ

ジショニング 
価格帯 / 出荷状況 自変量機器人との技

術的対比 

宇樹科技 (Unitree 
Robotics) 

中国の四足歩行・人

型ロボットの量産

リーダー。高い運動

性能（アクロバットな

ど）に強み。 

人型「G1」は約
16,000ドル18。2025
年に5,500台以上を
出荷41。 

宇樹が低価格な

ハードウェア量産と

運動制御に注力する

一方、自変量はより

高額（約80,000ド
ル）だが、家事など

の複雑な知能操作

に特化18。 

智元機器人 
(AgiBot) 

商業用ヒューマノイド

製造の世界的リー

ダー。主に工場での

反復作業に向けた

VLAモデルを展開。 

工業用モデル単価 
10万〜15万ドル42。

2026年4月に累計
10,000台生産16。 

AgiBotが工場の標
準化された環境を狙

うのに対し、自変量

機器人は予測不可

能な非構造化環境

（家庭）の汎化を追

求23。 



Tesla Optimus イーロン・マスク主

導。自社の自動車工

場での運用をテス

ト。高度なニューラル

ネットワーク制御。 

開発・テスト段階（自

社工場利用主）。将

来的な価格は未定

だが大量生産を目指

す14。 

アプローチは似てい

るが、Teslaが工場か
ら家庭へ徐々に移行

する計画に対し、自

変量機器人は初期

から家庭データを直

接取りに行く戦略を

採用5。 

Figure AI (米国) 評価額390億ドルを
誇る米国の筆頭41。

高度な推論能力と汎

用性を目指す。 

開発段階。大手自動

車メーカー等と実証

実験中16。 

米国メーカーは国内

サプライチェーンの

欠如に苦しみ部品調

達に数ヶ月要する

が、深圳拠点の自変

量機器人は数日で

特注部品を調達し、

反復コストは米国の

10分の116。 

この比較から明らかなように、自変量機器人の強みは、深圳という世界最高峰のハードウェアサプラ

イチェーンの速度とコスト優位性を最大限に活用しながら、家庭という最も複雑なソフトウェア課題に

正面から挑んでいる点にある16。 

7.2 哲学の違い：「マラソンランナー」ではなく「家事手伝い」を作る 
自変量機器人の際立った特徴は、多くの企業がアピールする「二足歩行の安定性」や「バク宙など

のアクロバットな運動能力」といった物理的モビリティの追求から意図的に距離を置き、「手指の器用

さ（Dexterity）」と「不規則な環境への適応知能」に完全に焦点を絞っている点である。 

2026年4月に北京で開催されたロボットハーフマラソンで、他社（天工Ultraなど）のロボットが疾走し
てメディアの喝采を浴びていたまさにその頃、自変量機器人は北京で独自の発表会を開催し、ロ

ボットに「床のゴミを拾う」「花瓶に花を活ける」という極めて地味な日常作業を実演させていた1。 

王潜CEOはこの対比について、次のように鋭く本質を突いた分析を行っている。「なぜマラソンを走る
ロボットはこの（家事の）課題に直面しないのか？それは、彼らが主に相手にしている変数が『一定

の重力場』だけだからだ。しかし、我々が手で物を操作するとき、もし0.1ミリメートルのズレが生じれ
ば、タスク全体が失敗してしまう」3。 

反復的な走る動作は、比較的単純なデータセットの学習で足りる。しかし、照明が変わり、物が動

き、毎回異なる状況が発生する家庭環境をナビゲートするには、人間と同じように重力や光、摩擦を

知覚できるはるかに洗練された人工知能の「大脳」が必要となる3。この「デモ映えする派手なアク

ション」よりも「現実の退屈だが複雑な家事」を優先する極めて実務的なアプローチこそが、アリバ

バ、美団、バイトダンス、シャオミという大手プラットフォーマーからの巨額投資を引き寄せた最大の

要因であると言える。 



8. 課題と未来展望：本格普及へのロードマップ 
極めて野心的な技術ロードマップを描き、巨額の資金を確保した自変量機器人であるが、具身知能

を一般家庭のインフラとして普及させるためには、乗り越えなければならない重大な課題が山積して

いる。 

8.1 ハードウェアコストの劇的な削減と量産化の壁 
現在、Quanta X2などの推定価格は約8万ドル（約1,200万円）と高額であり、研究開発機関や企業
向け（B2B）のサービスとしては成立しても、一般家庭に直接販売（B2C）できる価格帯では到底ない
18。王潜CEO自身も、「真の意味で家庭にブレイクスルーをもたらすには、ロボットの価格を10,000ド
ル（約150万円）程度まで引き下げる必要がある」と現実を直視しており、このマイルストーンを今後3
〜5年以内に達成することを目指している18。 

このコストダウン戦略の要となるのが、今回出資を主導したシャオミとの協業である。スマートフォン

やスマート家電で培ったシャオミの極限まで最適化されたサプライチェーンマネジメントと量産ノウハ

ウが、Quantaシリーズの部品コスト削減に直接的に寄与することが期待されている。 

8.2 プライバシーと安全性の絶対的確保 
カメラ、マイク、LiDAR、そして各種センサーの集合体であるロボットを、人間の究極のプライベート空
間である「家庭」に常駐させることは、データ漏洩や監視リスクといった重大なプライバシーの懸念を

伴う28。 

これに対し同社は、WALL-B搭載ロボットを家庭に配備するにあたり、エッジデバイス（ロボット本体）
側での視覚情報のローカル匿名化処理、ユーザーへの明確で透明性の高いデータ使用許諾機能、

およびクラウドへのデータ送信の厳格な制限をシステムレベルで組み込むことで、消費者の懸念払

拭に努めている28。しかし、テクノロジーに対する社会的なセキュリティへの信頼構築は一朝一夕に

は成し得ない課題であり、一度の事故やデータ流出が産業全体を停滞させるリスクを孕んでいる。 

8.3 ロングテール・シナリオの克服と知能の成熟 
スタンフォード大学の最新のAIインデックスレポートなどが示唆するように、現状のヒューマノイドロ
ボットは一般的な家事タスクの多くにおいて、依然として約88%という高い失敗率を抱えているとされ
る2。照明の変化、未知の形状の物体、人間の突発的な行動など、家庭内には予測不可能なノイズ

が無限に存在する。 

自変量機器人のWUMアーキテクチャと、58到家との提携を通じて集められるデータフライホイール
が、どこまで速やかにこの「ロングテール（稀にしか発生しないが対応必須な例外的事象）」の山を切

り崩し、ロボットの成功率を実用レベル（99%以上）に引き上げられるかが、技術的な成否を分ける最
大の試金石となる。 

8.4 グローバル展開とIPO（新規株式公開）の展望 
国内市場でのエコシステム構築と地盤固めに並行して、同社はすでにグローバルな視野での展開を

開始している。日本やシンガポールといった、急速な高齢化とそれに伴う慢性的な労働力不足が深

刻な社会問題となっている国々への事業展開の可能性を模索し始めており、これは将来の巨大な



収益源となる可能性を秘めている18。 

さらに、資本市場における次のステップとして、早ければ来年（2027年）にも新規株式公開（IPO）に
向けた準備を進めているとの強い観測がある18。上場先の市場は未定であるが、IPOが実現すれ
ば、同社の技術が商業規模でどこまで進化を遂げたかを測り、世界の具身知能産業のベンチマーク

となる重要なイベントとなるだろう。 

9. 結論：物理世界を書き換える「大脳」の覚醒 
自変量機器人（X Square Robot）が設立からわずか3年足らずで描いた軌跡は、具身知能（
Embodied AI）というフロンティアが、もはや「歩行の安定性」や「跳躍」といった機械工学・運動学的
な課題から、「不確実な環境における知能の汎化と適応」というソフトウェアとデータ・アーキテクチャ

の課題へと完全に移行したことを明確に示している。 

約20億元のシリーズB調達、そして中国テックジャイアント4社（アリババ、バイトダンス、美団、シャオ
ミ）の異例の結集は、単なる有望スタートアップへの資金投下ではない。それはクラウドインフラにお

ける膨大な計算資源、マルチモーダルな動画データエコシステム、広範なローカルサービス網、そし

て世界最強の製造サプライチェーンのすべてが、自変量機器人の「World Unified Model（WUM）」と
いう単一の「大脳」に向けて統合されつつあることを意味している。 

「工場での反復」ではなく、「家庭での適応」を是とする同社の戦略的アプローチは、極めて難易度が

高い。しかし、58到家との提携による「実世界の乱雑な環境下でのエラーから学習し続けるサイク
ル」をいち早く回し始めたことで、彼らは世界中のどの競合他社よりも早く、最も価値のあるデータ資

産を蓄積しつつある。 

数年後、サプライチェーンの最適化によってロボットのハードウェアコストが1万ドルの壁を突破した
時、物理世界のあらゆる複雑なタスクを柔軟にこなす「汎用人工知能の身体」は、シリコンバレーの

研究室からではなく、深圳のこのスタートアップから生まれる可能性が極めて高い。自変量機器人の

進化は、単なるロボット企業の成長物語ではなく、人類の労働と生活空間のあり方を根本から再定

義するテクノロジー革命の最前線そのものである。 
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